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 キーワード 

 生体組織・細胞の力学的挙動を評価する場合、工業材料

との相違を適切に理解した上でモデル化することが大変重

要になります。言いかえれば、考慮すべき構成要素や周辺

環境に対する優先順位と取捨選択が工業材料の場合とは大

きく異なる事を理解することが大切になります。本研究室で

は、世界で最も豊富な資源と言われるセルロースを高純度・

高結晶性にて含むマボヤの被嚢の能動運動機構の解明、

マボヤ血球細胞の 3次元運動機構の解明、臨床における診

断支援を目的とした循環器系力学モデルの構築に取り組ん

でいます。マボヤに関する２つの研究テーマの結果からは新

しい技術基盤構築を、臨床を対象とした研究テーマからは医

学分野に対する工学的支援機構の構築を目指しています。 

 マボヤ被嚢が自ら運動すること、加えて、その能動運

動を支える機構と組織構造との関連性が、本研究室の

研究結果より明らかになりました。セルロースのアクチュ

エータとしての利用に注目が集まり研究が進められてい

る事、マボヤの被嚢がセルロースの解析試料として広く

用いられ、詳細な性質が明らかになりつつある事を考え

ると、上記の能動運動を工学的に応用することは可能と

考えています。 
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